
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 反 対 賛 成 

平成２２年度川西市一般会計決算認定について 住田・黒田 

北野・森本 

吉富 

安田忠・土田・多久和・津田・岡・福西・江見・平岡 

大矢根・鈴木・大﨑・安田末・吉田・梶田・久保・宮路 

宮坂・北上・秋田・松田 

Ｎｏ．10              日本共産党川西市会議員団ニュース http://jcp-kawanishi.main.jp/            2011 年 11 月発行 

 ９月定例会で継続審査とした一般会計と特別会計決算は、閉会中の決算特別委員会で審

査し、１０月２７日、２８日に開かれた第４回臨時定例会で認定しました。また、市議会

の新しい体制が決まりました。 

日本共産党議員団は、一般会計と国民健康保険事業、後期高齢者医療事業の決算認定に

ついては不認定とし森本たけし議員（一般会計）、北野のり子議員（国保、後期高齢者医療

事業）が反対討論を行いました。 

 

～
反
対
討
論
～ 

＊
一
般
会
計
決
算
認
定
に 

つ
い
て 

 

平
成
２２
年
度
は
、
２１
年
度
に
引

き
続
い
て
黒
字
決
算
だ
が
、
川
西

市
の
財
政
が
好
転
し
て
い
る
と
い

う
も
の
で
は
な
い
。
市
税
を
は
じ

め
と
す
る
自
主
財
源
の
減
少
分
を

地
方
交
付
税
や
臨
時
財
源
対
策
債

等
の
増
額
に
よ
っ
て
賄
っ
て
お

り
、
決
し
て
楽
観
で
き
る
も
の
で

は
な
い
。 

 

一
つ
は
、
中
央
北
地
区
整
備
事

業
の
賠
償
金
に
つ
い
て
、
決
算
の

場
で
説
明
責
任
を
果
た
さ
な
か
っ

た
こ
と
。
二
つ
目
に
消
防
活
動
事

業
に
お
け
る
２
市
１
町
に
よ
る
消

防
通
信
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
、
情

報
を
共
有
で
き
る
シ
ス
テ
ム
導
入

に
よ
っ
て
住
民
の
安
全
・
安
心
を

向
上
さ
せ
て
い
く
理
念
は
共
感
す

る
が
、
職
員
の
充
足
率
に
大
き
な

問
題
が
あ
る
と
懸
念
を
抱
い
て
い

る
。
（
現
在
２
市
１
町
の
消
防
職

員
、
約
４１６
人
で
充
足
率
は
６５
％
。

広
域
化
に
な
る
と
、
基
準
数
が
４２０

人
と
な
り
充
足
率
が
９９
％
に
な

る
）
職
員
の
充
足
率
が
カ
モ
フ
ラ

ー
ジ
ュ
さ
れ
た
状
態
で
、
住
民
の 

安
心
・
安
全
を
守
る
と
い
う
自
治

体
の
役
割
が
果
た
せ
る
の
か
憂
慮

さ
れ
る
。
４
つ
目
に
学
力
水
準
に

つ
い
て
、
公
的
教
育
機
関
と
し
て

「
教
育
環
境
の
整
備
」
を
子
ど
も

だ
け
で
は
な
く
先
生
に
も
力
を
入

れ
る
こ
と
。
保
育
所
を
含
め
公
的

教
育
機
関
と
民
間
が
、
互
い
に
よ

り
よ
い
も
の
に
な
る
よ
う
施
策
を

打
つ
べ
き
。 

 

市
の
厳
し
い
財
政
状
況
は
認
識

し
て
い
る
が
、
市
民
生
活
に
必
要

な
基
礎
的
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

と
い
う
役
割
を
果
た
し
、
国
や
県

に
対
し
言
う
べ
き
こ
と
は
言
う
。

市
民
か
ら
集
め
た
税
金
は
、
市
民

生
活
を
充
実
さ
せ
る
た
め
に
使
う

こ
と
。
中
央
北
地
区
開
発
、
新
名

神
工
事
等
、
現
役
世
代
に
過
度
な

負
担
を
押
し
付
け
ず
将
来
世
代
に

不
条
理
な
負
担
を
遺
さ
な
い
市
政

運
営
を
心
掛
け
て
頂
き
た
い
。 

 

＊
国
民
健
康
保
険
事
業 

特
別
会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て 

 

平
成
２２
年
度
は
、
被
保
険
者
の

生
活
の
安
定
と
安
心
の
確
保
を
優

先
す
る
と
い
う
判
断
か
ら
税
率
改

定
を
見
送
り
約
７
億
円
の
赤
字
に

つ
い
て
、
５
年
分
割
で
一
般
会
計

か
ら
繰
入
解
消
す
る
方
向
を
示
し

た
こ
と
は
当
然
だ
と
考
え
る
。 

 

平
成
２２
年
度
末
、
保
険
給
付
費

の
伸
び
や
国
・
県
支
出
金
等
の
見

込
み
違
い
に
よ
り
赤
字
が
約
２
億

円
拡
大
し
た
。
ま
た
、
一
般
会
計

か
ら
の
繰
り
入
れ
は
、
７
億
円
の

赤
字
解
消
分
の
み
と
な
っ
て
お

り
、
そ
れ
以
上
の
繰
り
入
れ
は
行

わ
れ
ず
結
果
、
平
成
２３
年
度
税
率

改
定
に
よ
り
保
険
税
値
上
げ
と
な

り
被
保
険
者
の
負
担
が
増
え
た
。 

 

被
保
険
者
の
構
成
が
非
正
規
労

働
者
、
無
職
者
の
低
所
得
者
が
多

数
と
な
り
市
で
も
８
割
を
超
え
て

い
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
保
険

収
入
が
激
減
す
る
一
方
で
国
の
支

出
金
が
半
減
し
、
保
険
税
が
高
額

化
、
全
国
ど
こ
で
も
大
問
題
と
な

り
滞
納
に
拍
車
を
か
け
て
い
る
。 

 
 
 
 

滞
納
者
へ
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
と
し

て
、
資
格
証
明
書
の
発
行
や
財
産

差
し
押
さ
え
が
受
診
抑
制
と
な

り
、
重
症
化
す
る
事
態
も
広
が
り

所
得
格
差
が
命
と
健
康
の
格
差
に

つ
な
が
っ
て
い
る
。
負
担
が
重
す

ぎ
て
払
え
な
い
と
い
う
根
本
的
原

因
を
改
善
し
な
い
ま
ま
、
催
促
や

差
し
押
さ
え
を
強
化
し
て
も
住
民

を
苦
し
め
る
だ
け
で
あ
る
。
住
民

の
生
活
破
壊
を
食
い
止
め
、
滞
納

の
増
加
を
防
ぐ
た
め
に
も
一
般
会

計
か
ら
の
繰
り
入
れ
等
、
市
独
自

の
努
力
を
お
こ
な
う
べ
き
と
考
え

る
。
国
民
健
康
保
険
は
、「
社
会
保

障
及
び
国
民
保
険
の
向
上
」
を
目

的
と
し
、
国
民
に
医
療
を
保
障
す

る
制
度
。
国
民
健
康
保
険
の
運
営 

主
体
で
あ
る
市
が
市
民
の
立
場
で

国
保
税
値
下
げ
・
抑
制
の
努
力
を

図
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
。
差
し

押
さ
え
な
ど
収
納
の
強
化
に
乗
り

出
す
の
で
は
な
く
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
住
民
の
生
活
実
態
を
よ
く
聞

き
、
親
身
に
対
応
す
る
相
談
・
収

納
活
動
に
力
を
入
れ
、
住
民
の
暮

ら
し
と
命
を
守
る
べ
き
。
住
民
の

命
を
守
る
べ
き
市
と
し
て
国
に
対

し
て
意
見
を
言
う
べ
き
。 

 

＊
後
期
高
齢
者
医
療
事
業 

特
別
会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て 

 

平
成
２２
年
度
は
、
第
二
期
の
保

険
料
が
決
ま
り
、
兵
庫
県
で
は
、

剰
余
金
、
県
の
財
政
安
定
化
基
金

を
取
り
崩
し
均
等
割
り
は
据
え
置

い
た
が
、
所
得
割
で

０．１６
ポ
イ
ン
ト

増
え
、
８．２３
％
に
な
り
、
市
で
は
、

７
０
４
８
人
が
平
均
１
０
５
４
円

値
上
げ
と
な
っ
た
。
保
険
料
軽
減

の
た
め
、
基
金
の
取
り
崩
し
を
最

大
限
お
こ
な
う
こ
と
と
合
わ
せ
て

独
自
減
免
を
検
討
す
べ
き
。
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
は
、
高
齢
者
い

じ
め
の
制
度
だ
と
多
く
の
国
民
批

判
を
受
け
て
い
る
。
高
齢
者
の
医

療
に
つ
い
て
は
、
長
年
の
社
会
貢

献
に
ふ
さ
わ
し
い
財
政
負
担
を
お

こ
な
い
、
高
齢
者
が
安
心
し
て
医

療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

一
刻
も
早
く
現
制
度
を
廃
止
し
元

の
老
人
保
健
制
度
に
戻
す
等
、
長

寿
を
喜
び
、
命
を
守
り
き
る
制
度

に
す
る
よ
う
強
く
求
め
る
。 

※小山議員は議長・（敬称略） 



 反 対 賛 成 

平成２２年度川西市国民健康保険事業 

特別会計決算認定について 

住田・黒田・北野・森本・安田忠

土田・多久和・津田・岡・福西 

宮坂・北上 

江見・平岡・大矢根・鈴木・大﨑・安田末 

吉田・梶田・久保・宮路・秋田・松田・吉富 

平成２２年度川西市後期高齢者医療事業

特別会計決算認定について 

住田・黒田・北野・森本 

 

安田忠・土田・多久和・津田・岡・福西・江見

平岡・大矢根・鈴木・大﨑・安田末・吉田 

梶田・久保・宮路・宮坂・北上・秋田・松田 

吉富 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

１２月定例会は、１１月２９日（火）～１２月２２日（木）までの２４日間。一般質問は、１２月６日（火）、７日（水）、８日（木）

の３日間の予定。常任委員会は、１２月９日（金）、１２日（月）、１３日（火）の予定で行われます。いずれも午前１０時より開催さ

れます。ぜひ傍聴にお越し下さい。 

♪総務生活常任委員会委員 

♪まちづくり調査特別委員会副委員長 

♪都市計画審議会委員 

 

 

♪建設文教公企常任委員会委員 

♪飛行場対策周辺整備調査特別委員会委員 

♪広報委員会委員 

♪健康づくり推進協議会委員 

 

 

♪議会運営委員会委員 

♪厚生常任委員会副委員長 

♪猪名川上流広域ごみ処理施設組合議会議員 

♪民生委員推せん会委員 

♪障がい者施策推進協議会委員 

 

 

♪建設文教公企常任委員会委員 

♪まちづくり調査特別委員会委員 

♪猪名川上流広域ごみ処理施設組合議会議員 

♪環境審議会委員 

 

 

 

第４回臨時会が１０月２７日・２８日に開催され、市議会の新しい体制が決まりました。※◎は委員長 ○副委員長 

 

議 長        梶田 忠勝     副 議 長          多久和 桂子       監 査 委 員        平岡  譲 

議 会 運 営    ◎安田忠司 ○江見輝男 ・黒田美智 ・土田 忠 ・大矢根秀明 

委 員 会      安田末廣 ・久保義孝 ・北上哲仁 ・秋田修一 

特 

 

別 

 

委 

 

員 

 

会 

常 

 

任 

 

委 

 

員 

 

会 

総務生活    ◎吉田 進 ○岡 留美・住田由之輔 

         宮坂満貴子・秋田修一・江見輝男 

         久保義孝・安田忠司 

厚  生    ◎津田加代子 ○黒田美智・北上哲仁 

         吉富幸夫・大﨑淳正・平岡 譲 

         安田末廣・小山敏明・多久和桂子 

建設文教公企  ◎大矢根秀明 ○土田 忠・森本猛史 

          北野紀子・松田敬幸・福西 勝 

         鈴木光義・宮路尊士・梶田忠勝 

飛行場対策       ◎北上哲仁 ○福西 勝・森本猛史    

周辺整備調査   岡 留美・津田加代子・吉田 進 

江見輝男・大﨑淳正 

          久保義孝・安田忠司 まちづくり調査   ◎宮路尊士 ○住田由之輔・北野紀子   

   秋田修一・大矢根秀明・安田末廣 

 

   多久和桂子・安田忠司・宮坂満貴子 

     

新名神高速    ◎小山敏明 ○鈴木光義・黒田美智 

道路周辺対策    松田敬幸・土田 忠・吉富幸夫 

         平岡 譲・久保義孝・梶田忠勝 

 

          久保義孝・安田忠司 

農業委員会委員     久保義孝・江見輝男 

 

猪名川上流広域ごみ  黒田美智・北野紀子・宮坂満貴子 

処理施設組合議会委員  松田敬幸・津田加代子・吉富幸夫 

鈴木光義・平岡 譲・安田忠司 

 
広報委員会     ◎北上哲仁 ○秋田修一・森本猛史・岡 留美・吉田 進・大﨑淳正・久保義孝 

情報公開協議会   ◎多久和桂子 ○吉田 進・津田加代子・大矢根秀明・安田忠司 

※小山議員は議長・（敬称略） 

住田由之輔議員 

北野のり子議員 

森本たけし議員 

黒田みち議員 


